
えんぱち「アグリ通信」 2025年10月号
vol.67

ヨトウ類に活性の高い「アイザワイ系統」とコナガ・アオム
シ・オオタバコガに活性の高い「クルスターキ系統」の両
方の殺虫活性を併せ持つハイブリッド型BT剤です

【チョウ目害虫の発生生態と防除のポイント】
香川県の秋冬露地野菜（ブロッコリー・キャベツ・ネギ・レタスなど）では、ヨトウムシ類
（シロイチモジヨトウ・ハスモンヨトウ）、オオタバコガ、コナガといったチョウ目害虫が
大きな被害をもたらします。

なかでもシロイチモジヨトウは繁殖力が非常に高く、１世代が短いため短期間で急増
します。成虫は夜間に活発に活動し、飛翔力も強いため圃場間を移動して広範囲に産
卵します。幼虫は若齢期に葉裏で群生加害し、中齢以降は分散して芯葉や結球部まで
食害するため、収量や品質の低下につながります。

防除の基本は、フェロモントラップや定期的な巡回による初期発生の把握と、RACコ
ードに基づく薬剤ローテーションです。同じ系統を続けて使用すると抵抗性が発達し
やすいため、系統を変えながら散布することが欠かせません。加えてBT剤の活用や、
防虫ネット・残さ処理といった耕種的対策を組み合わせ、IPMの考え方で総合的に取
り組むことが重要です。

右の表には、チョウ目害虫に有効なIRAC系統と代表的な農薬を整理しています。圃
場ごとの発生状況や防除履歴に応じてご活用いただき、計画的な薬剤ローテーショ
ンの参考にしてください。

安定した収量と品質を確保するためには、害虫の生態を理解し、抵抗性を意識した防
除を実践してくださいね。

※ 必ず最新の登録内容を確認し防除を行ってください。

チョウ目害虫に活性のあるIRAC系統と代表的な農薬一覧（当社監修）

機械まき可能なﾍﾟﾚｯﾄﾀｲﾌﾟ
（肥料成分入）もﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ

登録内容は
コチラのQRから

IGR殺虫剤
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当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除パートナーになり副収入確保も

※注：学科オンライン教習…新規・更新とも学科教習について、ご
自宅や職場でパソコン受講(e-Learning)ができます。 

DJI農業用ドローン教習

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等でも使える
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「簡単・省力・確実」大好評のセルトレイ灌注処理
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喜多社長のフィロソフィ日記「壁を突破する」 9月2週目に、今年のドローンによる水稲本田防除が終了した。水稲本田と麦赤カビ病での防除面積
は合計1,060haを超え、昨年から100ha以上の委託面積増加という結果となった。
2017年にドローン事業を立ち上げた当初、「初年度300ha、2年目600ha、3年目1,000ha」という目標を掲げた。しかし現実は厳しく、初年度の春の麦
防除はエンルート社AC-940で挑んだものの、早朝から夕方まで稼働しても一日の防除面積は5haに届くかどうかであった。1,000haという数字は夢の
また夢でしかなかった。それが夏に DJI Agras MG-1へ切り替えたことで効率が飛躍的に向上し、希望の光を見出した時の感動はいまも鮮明に覚えて
いる。
ふり返れば、この歩みはまさに「壁を突破してきた」歴史であった。機材や人員の不足、事務作業の煩雑さ――数え切れない課題が立ちはだかった。その
都度、仲間と共に改善を重ね、挑戦し続けることで、一つひとつ壁を乗り越えてきたのである。
盛和塾機関誌108号の塾長講話「壁を突破する」には次のようにある。「事業で成功をかちとる人と成功しない人の差は紙一重。成功しない人も真面目
で熱意を持ち一生懸命努力している人であるはず。それにもかかわらず成功しない。両者の間には紙一重だが大きな違いがある。それは困難という『壁を
突破する』ことができるかできないかということ。成功しない人は困難にぶち当たったとき『解決できないのでは』と心に迷いが生じる。その逡巡こそが問
題。成功する人は困難にぶち当たったときでも『自分には無限の能力がある。努力をしさえすれば必ず解決できる』と楽天的に可能性を信じている。だか
ら成就する。」
今回のドローン防除1,000ha超えの実現も、リーダーを筆頭に一人ひとりがこの精神を実践し、可能性を信じて壁を突破してきた結果にほかならない。
9月中旬には、ドローン防除の打ち上げとして従業員と防除パートナーを招き、BBQを開催した。残念ながら私は出張で参加することができなかったが、
互いの労をねぎらい合い、笑顔で交流を深められた時間となったのだと思う。
そして10月中旬には全社会議を予定している。第二四半期を振り返り、皆の努力を心から労うとともに、下期、そして来年度に向けて新たな挑戦への決
意を共有していきたい。
これからも仲間と共に壁を突破し続け、日本一の農業経営支援集団を目指して挑戦を重ねていきたい。

特徴
■ 有機物分解能力を持つバチルス菌を生きたままの状態で含んだ資材です
■ 分解された残さは肥料成分として次の作で作物に活用されます
■ 水和タイプですので農薬散布機で散布可能です
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